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問題の選択方法について

①必修問題（ページ1）は必ず解答しなければなりません。

②選択問題は数学問題（ページ2）と物理学問題（ページ3～6）のいずれかを選

択しなさい。

選択問題は，出願コースによらず，どちらの問題を選択してもかまいません。数

学問題を選択する人は

択する人は

の両方を解答しなさい。物理学問題を選

の両方を選択しなさい。

注意事項

①試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

②受験番号は解答用紙の指定の欄に，各用紙ごと6枚全部に記入しなさい。

③解答は，問題ごとに指定された解答用紙（必修問題用の解答用紙2枚と選択問

題用の解答用紙2枚の合計4枚）に記入しなさい。

④試験終了後，次の順序で解答用紙を回収します。（1）選択しなかった問題の解

答用紙2枚，（2）選択した問題の解答用紙2枚，（3）必修問題の解答用紙2枚。

それぞれ2枚の解答用紙を上から（その1），（その2）の順に重ねておいてく

ださい。



4つの実数の定数α，わ，ｐ，可に対し関数否認）を次式で定める。

Ｊ（ご）＝ｐｅαｚｓｉｎ（お）＋ヴｅαごｃｏｓ（お）

このとき以下の各間に答えよ。

（1）Ｊ′′（ご）－2可′（£）＋（α2＋わ2）月ご）を計算せよ。

（2）α＝一書，わ＝愛，否0）＝0，月0）＝1であるとき，ｐと守を求めよ。

（3）（2）のもとで，Ｊ（∬）が極小となるごと，そのときの極小値をすべて求めよ。
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α＞0とする。2つの曲射＝堕とｙ＝トαご2の囲む図形の面積を柚とす
α

る。以下の各間に答えよ。

（1）2つの曲線の交点の£座標をαを用いて表せ。

（2）月α）を求めよ。

（3）関数Ｊ（α）の値の取り得る範囲を求めよ。

以下の命題が真である場合は証明し，偽である場合は反例をあげよ。

（1）実数α，わがα≠1，わ≠1かつα＞わ＞0を満たすならばｌｏｇαわ≦ｌｏｇｂαが成り

立つ。

（2）4月が2次正方行列ならば（Ａ一月）（Ａ十月）＝Ａ2－月2が成り立つ。

（3）開区間（0，1）を定朗とする関数榊がご＝芸で紛可能ならば柚は£＝芸

で連続である。
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物理学1

水平面と斜面からなる装置があり，大きさの無視できる小物体の斜面上の運動を

観察する0水平面と斜面のなす角度はβ（0＜β≦芸）〔ｒａｄ〕であり，図1のように，

水平面と斜面の交線方向に霊軸を，斜面に沿ってご軸と垂直方向にｙ軸をとる。原

点0から欄となす角度柑＜¢＜芸）〔ｒａｄ〕の斜面上に沿った方向に，質量ｍ

の小物体を速さＵｏ（＞0）で発射する。重力加速度の大きさをタとする。斜面はな

めらかで小物体には摩擦は働かない。また，斜面は十分に大きくて小物体が運動の

途中で斜面から水平面に落ちることはない。下の間に答えよ。解答は導出過程も含

めて記述せよ。

問1霊，ｙ方向の加速度をそれぞれα雷，α封として，運動方程式を書け。

間2　小物体を発射した時刻をｔ＝0とする。時刻ｔ（0≦壬≦吊での小物体の位

置（∬（ｆ），ｙ（舌））を求めよごただし，ｔｌ（＞0）は小物体のｙ座標が0となる時刻で

ある。ｆｌを求めよ。

間3　間2で，ｙ座標が最も大きくなる時刻を求めよ。

間4　0≦ま≦ｆｌにおいて，小物体が斜面上に措く軌跡，すなわちγと£の関係を

求めよ。このとき，謡の取り得る範囲を明示せよ。

間5　七＝ま1におけるご座標霊（ｆｌ）はβに依存する。ｌ霊（ｆｌ）が最も小さくなるβを

求めよ。
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図1‥小物体の連動する斜面



物理学2

下の間に答えよ。解答は導出過程も含めて記述せよ。

間1　同じ電気容量Ｃ〔Ｆ〕の2つのコンデンサーＣｌ，Ｃ2，両極間の電位差がⅤ

〔Ⅴ〕の電馳スイッチＳを図2のように接続した。最初Ｓは1，2のどちら側に

も接続されていなく，また両コンデンサーは完全に放電された状態にある。

（1）Ｓを1の側に入れて十分に時間が経った。Ｃｌの極板上にたまった電気量

を求めよ。

（2）次に，Ｓを1から切り離し今度は2の側に入れ十分に時間が経った。Ｃ2の

極板上にたまった電気量を求めよ。

（3）続けて，Ｓを2から切り離し，再び1の側に入れてＣｌを充電した後，Ｓを2

の側に入れ十分に時間が経った。Ｃ2の極板上にたまった電気量を求めよ。

（4）このようにＳの切り替えを何度もくり返した。Ｃ2の極板上にたまった電

気量はどのような値に近づくか。

図2：間1の回路。コンデンサーＣｌ，Ｃ2の電気容量はともにＣ〔Ｆ〕である。
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間2　同じ電気容量Ｃ〔Ｆ〕の2つのコンデンサーＣｌ，Ｃ2，両極間の電位差が巧，

坑〔Ⅴ〕の2つの電池，2つのスイッチＳｌ，Ｓ2を図3のように接続した。最初

Ｓｌ，Ｓ2ともに開いており，両コンデンサーは完全に放電された状態にある。

（1）Ｓｌを閉じて十分に時間が経った。Ｃｌの極坂上にたまった電気量を求めよ。

（2）次に，Ｓｌを開いた後，今度はＳ2を閉じ十分に時間が経った。Ｃ2の極坂上

にたまった電気量を求めよ。

（3）続けて，Ｓ2を開き，再びＳｌを閉じてＣｌを充電した後，Ｓｌを開いてＳ2を

閉じ十分に時間が経った。Ｃ2の極坂上にたまった電気量を求めよ。

（4）このようにＳｌとＳ2の開閉を何度もくり返した。Ｃ2の極板上にたまった

電気量はどのような値に近づくか。

Ｃ

丁
図3：間2の回路。コンデンサーＣｌ，Ｃ2の電気容蛍はともにＣ〔Ｆ〕である。
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